






要約:ジメチルメチレンブルー(DMB)の呈色反応による先天性ムコ多糖症のスクリーニング

は、偽陽性が多いという欠点がある。これは、濃縮尿においては、コンドロイチン硫酸 A,C

の濃度が高くなるということが原因である。他方、先天性ムコ多糖症の患者では、デルマ

タン硫酸、ヘパラン硫酸、ケラタン硫酸が多く排泄され、コンドロイチン硫酸 A,C の占め

る割合は少ない。そこで偽陽性を減らすため、2 次スクリーニングとして、コンドロイチ

ナーゼ A/C 消化後、DMB 呈色反応を行うという操作を加えたところ、精密検査を要する検

体数を約 10分の 1に減らすことができた。

 今回、このコンドロイチナーゼ A/C 消化法について、ろ紙尿と原尿で比較を行なった。

結果は、ろ紙尿のほうが、偽陽性者と患者とをより正確に区別することができた。これは、

ろ紙尿のほうが、尿の pH や、尿中の塩、蛋白などの含有物の影響が少なく、コンドロイ

チナーゼ A/Cが、比較的一定した良好な条件で働くことができるためと考えられた。


